
I．は じ め に

　地震とは，地殻またはマントル内に蓄積した歪

みエネルギーを瞬時に解放する自然現象である。

近年の研究により，地震時の応力解放過程（震源

過程）が一様ではなく，強い不均一性を持つこと

が明らかになってきた。なぜ震源過程は複雑にな

るのであろうか？　この問いに答えるためには，

大地震の応力蓄積・解放過程と，その場の不均質

構造（断層面とその近傍における，構造，物性，

摩擦構成則を規定するパラメタ等の空間的ばらつ

き）の関係を明らかにすることが重要である。

　沈み込み帯で発生するプレート間大地震は，繰

り返し間隔が短いため，多くの地震学的・測地学

的なデータが蓄積されている。特に近年の観測網

の整備に伴い，時間・空間に対して，分解能の高

いデータが得られている。これらのデータを使用

して，プレート境界における滑りの運動学的なモ

デルの構築が可能となりつつある。この運動学的

なモデルは，大地震の応力蓄積・解放過程を理解

する鍵となる。一方で，構造探査やコアボーリン

グ等の研究により，沈み込み帯における不均質構

造が明らかになりつつある。今後，プレート境界

における滑りの運動学的なモデルと，沈み込み帯

における不均質構造にどのような関係があり，ど

のように統一的に解釈できるかが重要になると考

えられる。

　本論説では，大地震の応力蓄積・解放過程を理
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解する上で重要である「プレート境界で発生する

地震時滑りと非地震性滑りの関係」について整理

する。その前段として，近年の観測網の整備に伴

い明らかになってきた非定常な非地震性滑りの性

質について説明する。

II．非定常な非地震性滑り

　沈み込み帯におけるプレート間滑りとして，地

震時の動的な滑り（地震時滑り）と地震動を伴わ

ない非地震性滑りがあることが指摘されてきた

（例えば , Lay et al., 1982; Peterson and Seno, 

1984）。近年の時間分解能のある測地観測により，

沈み込み帯における非地震性滑りに揺らぎが存在

することが明らかになってきた。例えば，Kimata

（1992）は，東海地域において海洋プレートの沈

み込み方向とほぼ平行な測線で光学測距を行い，

プレートの沈み込みに伴う辺長変化は一定速度で

進行するのではなく時間的に揺らいでいることを

指摘している。

　1990年代に入り，Global Positioning System

（GPS）連続観測網の整備に伴い，連続した地殻変

動がミリメートルの精度で決定されるようになっ

た（多田ほか , 1997）。この高精度かつ連続した地

殻変動データより，沈み込み帯において非地震性

滑りが時間変化することが明らかになった（例え

ば , Heki et al., 1997; Hirose et al., 1999; 

B ü  rgmann et al., 2001; Yagi et al., 2001; 

Dragert et al., 2001）。非定常な非地震性滑りの時

定数は，数時間から数ヶ月であり，通常の地震の

時定数（秒スケール）に比べて非常に長い。また，ア

セノスフェアにおける粘性緩和の時定数である数

年から数十年（Thatcher et al., 1980）より有意

に短い。非定常な非地震性滑りには，地震に伴っ

て発生する場合（例えば , Heki et al., 1997; Yagi 

et al., 2001; B ü  rgmann et al., 2001）と，独立し

て発生する場合（例えば , Hirose et al., 1999; 

Gao et al., 2000; Dragert et al., 2001; Ozawa et 

al., 2002）がある。

　地震に伴う非定常な非地震性滑りは，主に大地

震後に観測され，余効滑り（After-slip, Post-

seismic slip）と呼ばれている（例えば , Scholz, 

1990）。余効滑りは，観測点が密に存在するサン

アンドレアス断層沿いで数多く観測されており，

浅部もしくは深部安定滑り領域における地震後の

応力緩和現象で説明されている場合が多い（例え

ば , Wesson, 1987; Marone et al., 1991; Reilinger 

et al., 2000）。沈み込み帯における余効滑りが十分

に時間分解能のある GPS観測網で観測されたの

は，1994年三陸はるか沖地震が初めてである。こ

の余効滑りは 1年間でモーメントマグニチュード

（Mw）にして 7.7のモーメントを解放している

（Heki et al., 1997）。このように短期間でM7クラ

スの地震モーメントを解放する余効滑りは，1996

年の日向灘地震や 1997年のカムチャツカ地震の

際 に も 観 測 さ れ て い る（Yagi et al., 2001;  

B ü  rgmann et al., 2001）。余効滑りに対して，地

震前に観測される滑りはプレスリップと呼ばれて

おり，地震予知の鍵になると注目されている（例

えば , Linde et al., 1996; Iio et al., 2002）。しか

し，その特徴を GPS等の時間分解能が十分にある

記録で定量的に明らかにしたケースは少ない。

　沈み込み帯における地震活動と独立に発生する

非定常な非地震性滑りは，東京湾（広瀬ほか , 

2000），房総半島沖（多田ほか , 1997; 原田ほか , 

2000），日向灘（Hirose et al., 1999; Ozawa et al., 

2001; Yagi and Kikuchi, 2003），カスケード地域

（Dragert et al., 2001），南海道地域（藤井ほか , 

2001; Ozawa et al., 2002）など多くの場所で観測

されており，「ゆっくり地震」「間欠的なゆっくり

滑り」等の様々な名前で呼ばれている（例えば , 

Kawasaki et al., 1995）。これらの非定常な非地震

性滑りは，いずれもプレート境界面で発生してい

ると考えられる。規模はMw5～ 7であり，時定数

は数時間～数ヶ月程度である。カスケードで発生

した非定常な非地震性滑りでは，滑り領域が時間

と共に移動することが指摘されている（Dragert 

et al., 2001）。

　III．プレート間における地震時滑りと非地震

性滑り

　前章で述べたように，沈み込み帯における大規

模な非定常な非地震性滑りは，M7クラスのモー
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メントを解放すること，滑り領域が時間変化する

ことが指摘されてきた。このような非定常な非地

震性滑りは，地震発生領域における応力の再配分

をもたらす。従って，非定常な非地震性滑りとそ

の近傍における地震活動の関係を理解することは，

今後の地震活動を予測する上で重要である。

　地震時滑り領域と非定常な非地震性滑り領域の

関係として二つのモデルが考えられてきた。一つ

は，地震時滑り領域と非定常な非地震性滑り領域

が重なっている場合，もう一つは，地震時滑り領

域と非定常な非地震性滑り領域が空間的に相補的

な関係にある場合である。二つのモデルのいずれ

かを選択することで，大地震の応力蓄積過程の解

釈は大きく異なる。前者の場合には，非定常な非

地震性滑りが地震時滑り領域の応力を解放する。

後者の場合では，非定常な非地震性滑りにより地

震時滑り領域に応力が付加される。従って，仮想

震源領域がどのような状態にあるのか理解する上

で，両者の関係を明らかにすることは重要である。

この問題に答えを出すためには，大地震の地震時

滑り分布と，非定常な非地震性滑り分布を比較す

ることがもっとも直接的である。
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図　1　八木ほか（1998），Yagi et al.（1999）によっ
て決定された 1968 年から日向灘で発生した
Mw 6.5 以上のプレート間地震の地震時滑り
領域（赤線），と Yagi et al.（2001），Yagi and 
Kikuchi（2003）で得られた非定常な非地震
性滑り領域（青線），定常的な滑り領域（緑線）
の比較．
等深度線は黒線で示している．地震時滑りに
ついては，最大滑り量の半値幅を塗りつぶし
てある．

Fig.　1　Sites for co-seismic slip（red）, episodic a-
seismic slip（blue）, and continuous a-
seismic slip（green）which are obtained 
by Yagi et al.（1998, 1999, 2001）and Yagi 
and Kikuchi（2003）.

図　2　Yamanaka and Kikuchi （2003）によって推
定された 1930 年から東北地方太平洋側の地
震のアスペリティ分布（灰色）と本研究で求
められた 1994 年三陸はるか沖地震の地震後
滑り領域（青線）の比較．
最大滑り量の半値幅を塗りつぶしてある．

Fig.　2　Comparison of the area of after-slip
（blue line）associated with the 1994 
Sanriku-haruka-oki earthquake and that 
of co-seismic slip（gray line）associated 
with past large earthquakes from 1930 
to 2000（Yamanaka and Kikuchi, 2001）.



　大中規模のプレート間地震の活動が活発で，非

定常な非地震性滑りが観測されている地域として，

日向灘と三陸沖がある。同地域で発生した地震は，

アメリカによって設置された世界標準地震計観測

網（WWSSN: World-Wide Standardized Seis-

mograph Network），日本の気象庁が設置した低

倍率の強震計観測網等によって観測されており，

長期間の地震波形データが保存されている。これ

らの記録は大地震の破壊過程（震源過程）の情報

を有しており，最新の震源インバージョン法を適

用することにより，二世代に渡る大地震の震源過

程を求めることが可能となっている。この二つの

地域をテストフィールドにして，地震時滑りと非

地震性滑りの関係について，我々の研究成果をも

とに整理する。

　1）相補的滑り特性分布

　日向灘で発生した規模の大きなプレート間地震

の地震時滑り分布は，近地強震動計や遠地実体波

等の地震波形を使用して求められている（八木ほ

か , 1998; Yagi et al., 1999）。また，1996年の日

向灘地震に伴う余効滑り分布と，1996年から

1997年にかけて豊後水道近傍で発生した非定常

な非地震性滑りと定常的な滑りについては，国土

地理院の GPS観測網を使用して決定されている

（Yagi et al., 2001; Yagi and Kikuchi, 2003）。こ

れらの研究で得られた結果を図 1にまとめる。こ

こで便宜上，地震時滑り分布の最大値の半値幅を

地震時滑りの大きな領域（アスペリティ）と定義

する。図 1より大地震のアスペリティは常に固着

しており，大地震のアスペリティ・非定常な非地

震性滑り領域・定常的な滑り領域は互いに相補的

な関係にあることがわかる。

　三陸沖では，1930年代からの大地震の滑り量分

布が気象庁の低倍率の強震計記録を使用して決定

されている（Yamanaka and Kikuchi, submitted）。

しかし，昔の記録になればなるほど使用できる地

震波形記録の質と量が落ちる上に，プレート境界

で発生する地震は陸側の観測点網から離れた領域

で発生しているために，滑り分布の詳細について

議論することは困難である。しかし，大まかな滑

り量分布のパターンはそれほど現実とかけ離れて

いないと考えられる。彼らは，これらの結果より，

アスペリティのいくつかはここ 100年の間に繰り

返し滑っていることを指摘している。一方で，

Yagi et al.（2003）は，国土地理院の GPS観測 

網によって得られた記録に地震時変動と地震後変

動を分離する手法を適用して，1994年三陸はるか

沖地震に伴う余効滑り分布を求めている。

Yamanaka and Kikuchi（2003）で得られた結果

と Yagi et al.（2003）で得られた結果を比較する

と，アスペリティと余効滑りは互いに相補的な関

係にあり，日向灘で得られる結果と類似する（図2）。

　以上をまとめると，アスペリティ・非定常な非

地震性滑り領域・定常的な滑り領域は，それぞれ

相補的な関係にある。以下これらの相補的な分布

のことを，「相補的滑り特性分布」と呼ぶ。地震時

滑り領域は動的な不安定破壊を起こす滑り特性，

非定常な非地震性滑り領域は静的に不安定破壊を

起こす滑り特性，定常的な滑り領域は安定滑りを

起こす滑り特性を持つ。動的な不安定破壊は滑り

速度弱化の領域で発生し，安定滑りは滑り速度強

化の領域で発生する。しかし，静的な不安定破壊

がどのような領域で発生するのかについては必ず

しも明らかになっていない。

　Scholz et al.（1972）は岩石実験より，安定滑

りから不安定滑りへと遷移する条件下で非定常な

非地震性滑りが発生することを指摘している。以

下この遷移領域のことを，「不安定―安定滑り遷移

領域」と呼ぶ。加藤・平澤（1999）は数値シミュ

レーションにより，滑り速度弱化の領域と滑り速

度強化の領域が不均一に分布する場合に，地震と

は独立な非定常な非地震性滑りが発生する可能性

を指摘している。このことを考慮すると，地震と

は独立な非定常な非地震性滑りは不安定―安定滑

り遷移領域で発生している可能性が高い。

　沈み込み帯における余効滑りの地震モーメント

は，本震の地震モーメントに匹敵する。また，余

効滑り領域は，地震時滑り領域の周りで発生して

いると言うより，むしろ限られた領域で発生して

いる。これらのことを考慮すると，単に，安定滑

り領域における大地震発生後の応力緩和現象のみ

で説明するのは困難で，余効滑り領域は応力をあ
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る程度蓄積できる領域であることが示唆される。

Scholz（1998）は，余効滑りが「不安定―安定滑

り遷移領域」に位置する条件付安定滑り領域と安

定滑り領域で発生していることを指摘している。

　では，地震とは独立な非定常な非地震性滑り領

域と余効滑り領域は，同じ摩擦構成則を規定する

パラメタを持つのであろうか？　これに対する明

確な答えはまだない。今後，GPS観測，岩石実験

や数値シミュレーションにより，地震と独立な非

定常な非地震性滑り領域や，余効滑り領域を支配

する具体的な構成則パラメタが明らかになること

が期待される。

　2）深さ分布

　プレート間大地震の地震時滑り領域と，非地震

性滑り領域の深さ分布について議論する。大地震

の発生領域は，日向灘で，10～ 20　km（図 1）で

あるのに対して，三陸沖では，10～ 50　km（図

3）と深い領域でも発生している。一般に，地震滑

りが発生する深さ下限は温度と強い関係があるこ

とが知られている。石英や長石が塑性変形を起こ

す温度 300～ 400　° 以上の温度条件では，安定滑

りが促進され，歪みを安定滑りにより解放する

（Brace and Byerlee, 1970; Tse and Rice, 1986; 

Hyndman and Wang, 1993; Tichelaar and 

Ruff, 1993）。従って，日向灘と三陸沖におけるプ

レート間地震の深さ下限の違いは，日向灘では沈

み込むプレートの温度が高く，三陸沖では温度が

低いことで説明できる。この解釈は，シミュレー

ションから求まっているプレート境界面の温度分

布の結果（Peacock and Wang, 1999）と一致す

る。

　非定常な非地震性滑り領域の深さは，日向灘で

15～ 40　km，三陸沖で 20～ 50　kmの範囲である。

三陸沖の方がやや深い範囲で発生しているが，ほ

ぼ一致する。従来の研究により，非定常な非地震

性滑りは温度の上昇に伴う不安定―安定滑り遷移

領域で発生している可能性が指摘されている（例

えば , Dragert et al., 2001）。Hyndman et al.

（1997）は，熱流量のプロファイルから，日向灘

の北側に位置するフィリピン海プレートと陸側プ

レートの境界面の温度分布を求めた。彼らは，深

さ 25　kmにおける温度は 350　° ，深さ 35　kmにお

ける温度は 450° に達しており，深さ約 25～ 35 

kmの範囲で不安定滑りから安定滑りへ遷移して

いるとの結論を得た。ここで作業仮説として，プ

レート境界面における温度は水平方向に大きく変

化しないとする。大局的に見ると，非定常な非地

震性滑りは不安定―安定滑り遷移領域である深さ
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図　3　永井ほか（2001）によって推定された 1968年
十勝沖地震（赤線）と 1994 年三陸はるか沖
地震（緑線）のモーメント解放分布，本研究
で得られた 1994 年三陸はるか沖の地震後滑
り分布（青線）を示している．
地震時滑り分布のコンター間隔は，3 × 1016

（Nm）．等深度線は点線で示している．
1994 年三陸はるか沖地震の最大余震を黄色
星印で，Igarashi et al.（2003）によって同
定された相似地震を四角で示している．

Fig.　3　Comparison of the sites for after-slip
（blue line）associated with the 1994 
Sanriku-haruka-oki earthquake and the 
moment release（After Nagai et al., 
2001）. Red line indicate the moment 
release of the 1968 Tokachi-oki earth-
quake and green line indicate moment 
release of the 1994 Sanriku-haruka-oki 
earthquake. Yellow star and square 
denote the largest aftershocks of the 
1994 Sanriku-haruka-oki earthquake and 
the small repeating earthquake identi-
fied by Igarashi et al.（2003）.



20～ 40　kmの範囲に集中して発生している。しか

し細かく見ると，足摺岬近傍における非定常な非

地震性滑りは深さ 15　kmまで発生しており，温度

による不安定―安定滑り遷移のみで説明すること

は困難である。さらに，三陸沖に注目すると，深

さ 50　kmにおける温度は 200　° 程度であり

（Peacock and Wang, 1999），温度の上昇に伴う遷

移では説明できない。

　低い温度で不安定―安定滑り遷移が起こる原因

として，低温でも安定滑りを促進する岩石がプ

レート境界面に存在することが考えられる。三陸

沖では，精力的に構造探査の研究が行われており，

マントルウェッジまでの速度構造が決定されてい

る。それによると，震源領域におけるモホ面の深

さは 20　kmである（例えば , Takahashi et al., 

2000）。三陸沖における非定常な非地震性滑り領

域の深さは 20～ 50　kmの範囲であり，マントル

ウェッジの上面より深い領域に位置する。マント

ルウェッジでは，海洋プレートにより運ばれた水

がマントルと反応して蛇紋岩化している可能性が

多くの研究者によって指摘されている（例えば , 

Hyndman et al., 1997; Olsekevich et al., 1999, 

Kamiya and Kobayashi, 2000）。蛇紋岩の構成則

は，通常の摩擦法則とは異なり，低速滑りではク

リープ，そして高速滑りでは摩擦滑りに移行する

（Reinen et al., 1994）。このような摩擦特性は，

より非地震性滑りを促進する（例えば , Moore et 

al., 1997）。非定常な非地震性滑りは，蛇紋岩化に

伴う不安定滑り―安定滑り遷移帯で発生している

可能性がある。しかし，同じ深さでありながら別

の場所では地震時滑りが発生することを考えると，

水平方向に不均一に蛇紋岩化する必要がある。実

際にそのような不均一が存在するのかどうかは，

本研究の結果のみから判断することができない。

今後の構造探査等の研究により，プレート境界面

の物性の違いについて明らかになることが期待さ

れる。

　3）非地震性滑りと地震活動との関係

　1．非定常な非地震性滑りと地震活動との関係

　Yagi et al.（2001）は，1996年 12月の日向灘

地震は，同年 10月の地震の余効滑り領域の縁で発

生していることを指摘している（図 1）。このこと

は，余効滑りによって，12月の地震が誘発された

ことを意味する。同様の現象が，1994年三陸はる

か沖地震の時にも見られる（Yagi et al., 2003）。

最大余震（Mw6.8）は 1994年三陸はるか沖地震の

余効滑り域の縁で発生している（図 3）。このこと

は，日向灘同様，余効滑りによって，最大余震が

誘発されたことを意味する。余効滑りは，数日～

数ヶ月程度の時定数で周辺のアスペリティ上にお

ける剪断応力の増加をもたらす。従って，余効滑

りによる時定数の長い応力変化は，地震発生後の

地震活動を理解する上で重要である。また，あら

かじめ非地震性滑り分布を明らかにすることがで

きれば，将来発生する大地震の震源過程モデルの

構築が可能となる。それぞれの領域が相補的であ

るため，非定常な非地震性滑り領域が応力を解放

すると地震時滑り領域で応力が付加されると言っ

た応力の再配分による相互作用が存在する。将来

発生するプレート間大地震の震源領域近傍におけ

るプレート間滑りをモニターすることにより，地

震の規模，発生確率を定量的に評価できる可能性

がある。

　2．非地震性滑りと震源過程との関係

　非定常な非地震性滑りは，プレート間地震の地

震時滑りが発生する深さにおいても発生している。

このことは，大地震の震源過程の多様性を考える

上で重要と考えられる。特に，三陸沖では，M8

クラスの地震とM7.5クラスの地震が発生してお

り，両者がどのような関係にあるのか明らかにす

ることは重要である。永井ほか（2001）は，遠地

実体波記録と近地強震計記録を同時に使用して

1968年十勝沖地震と 1994年三陸はるか沖地震の

地震時滑りの時空間分布を求めている。一般に，

遠地実体波は近地強震動に比べて，地下構造の影

響にあまり左右されないので，震源全体のモーメ

ント解放履歴やモーメント解放領域の深さを決定

するのに優れている。これに対して近地強震計記

録は，観測点近傍における断層の動きの詳細な情

報を有しており，時空間分解能が高い。両者を同

時に使用することにより，安定かつ詳細な震源過

程の推定が可能となる。永井ほか（2001）によっ
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て得られた 1968年十勝沖地震と 1994年三陸はる

か沖地震の地震時滑り分布と，1994年三陸はるか

沖地震の余効滑り分布（Yagi et al., 2003）の比較

を図 2に示す。1968年十勝沖地震は，二つのアス

ペリティから構成されており，この二つのアスペ

リティの間に余効滑り領域が位置する。このこと

は，余効滑り領域は大地震の動的な破壊伝搬を妨

げており，地震時滑り量分布が不均一になる原因

の一つであることを意味する。非地震性滑り領域

によって二つの大きなアスペリティが分離してお

り，二つのアスペリティが同時に破壊するときは

M8クラスの地震が発生し，一つのアスペリティが

破壊するときにはM7.5クラスの地震が発生する

ことが推定される。

　3．地震カップリング率について

　地震カップリング率は，実際の地震で解放され

たモーメント量を，プレート間地震の発生領域と

プレートの収束速度から推定されるモーメント量

で割った値であり，この値は，地域によって，大

きく異なる（例えば , Peterson and Seno, 1984; 

Pacheco et al., 1993）。

　三陸沖の地震カップリング率の研究は多くの研

究者によって求められており，その値は，約 20～

30％程度であることが報告されてきた（Peterson 

and Seno, 1984; Pacheco et al., 1993）。永井ほか

（2001）は，アスペリティでは局所的な地震カッ

プリング率はほぼ 100％であることを指摘してい

る。本論説において，プレート間地震の発生領域

において，相補的滑り特性分布になることを示し

た。過去に非定常な非地震性滑り領域と定常的な

滑り領域で大地震が発生した記録はなく，これら

の領域では局所的な地震カップリング率が 0％で

あることが考えられる。

　Igarashi et al.（2003）は微小地震の相似地震

を調べ，1994年三陸はるか沖地震後に相似地震の

繰り返し周期が短くなっている小領域（パッチ）

があることを指摘した。このパッチは，本研究の

余効滑り領域の中に含まれる（図 3）。このパッチ

で発生する相似地震の規模は，気象庁マグニ

チュード（MJMA）にして 3.1 ～ 3.8程度であり，

余効滑りの規模（Mw7.5以上）と比較すると十分

に小さい。彼らは，地震モーメントと滑り量のス

ケーリング則（Nedeau and Johnson, 1998）か

ら，パッチにおける滑り量を求めた。その結果，

パッチでは100日間に3回の地震が発生しており，

合計の滑り量を 0.62［m］と見積もった。余効滑

り分布から推定されるパッチ上の滑り量は約 0.7

［m］となり，調和的である（Yagi et al., 2003）。

このことは，相似地震を発生するパッチでは，局

所的な地震カップリング率が 100％と言うことを

意味する。小地震の断層面積のスケールにおいて

も，相補的滑り特性分布となる。

IV．まとめと今後の展望

　本論説では，日向灘と三陸沖における地震時滑

り領域，非地震性滑り領域の関係について整理し

た。その過程で，我々が注目した結果は以下の通

りである。

　1）アスペリティ・非定常な非地震性滑り・定常

的な滑り領域は相補的な関係にある。

　2）余効滑りは，周辺の地震発生領域に応力の再

配分をもたらし，大中地震を誘発する。

　3）非定常な非地震性滑りの深さ範囲は，温度の

効果のみでは説明できず，蛇紋岩化等の物性

の変化を考える必要がある。

　まず，1）は，アスペリティ・非定常な非地震性

滑り・定常的な滑り領域が，それぞれの場所ごと

固有の滑り特性を持つことを示唆する。これは，

将来の地震の震源過程を予測する上で重要である。

アスペリティ分布が明らかになれば，より精度の

高い強震動予測が可能となる。2）については，複

雑な余震活動を理解する上で重要な鍵となる。つ

まり，大地震後の地震活動は，地震時すべりによ

るステップ状の静的な応力変化のみではなく，地

震後の余効滑りによる応力変化の影響を受ける。

3）は，沈み込み帯における地震活動を理解するた

めには，プレート境界における不均一性（断層面

とその近傍における，構造，物性，摩擦構成則を

規定するパラメタ等の空間的ばらつき）が重要で

あることを意味する。今後，プレート境界面にお

ける運動力学的なモデルと，プレート境界面にお

ける不均一性との関係の解明が重要となってくる。
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　沈み込み帯における地震活動を解明していくた

めには，地震波解析・地殻変動解析・構造探査・

室内実験およびシミュレーションを含む理論研究

の共同作業が必要である。地震波解析・地殻変動

解析の立場からは，地震波形・地殻変動のどちら

のデータも満足しうる統一的なプレート境界面に

おける運動学的なモデルの構築が重要となってく

る。運動学的なモデルの構築するにあたり，非地

震性滑りの分解能をあげることが重要である。現

在，相似地震を使用したプレート間滑りのモニ

ターリングが可能となってきている。これらの情

報と，GPS観測網のデータを同時に使用して，よ

り高分解能な非地震性滑りの時空間分布を求める

ことが可能であろう。
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